
 

平成２９年１月６日 

 

 

 報道機関各位 

 

 

                鳥栖市市民協働推進課長 宮原 信 

 

 

第１５回鳥栖市男女共同参画フォーラムについて 

 

 

 このことについて、下記のとおり第１５回鳥栖市男女共同参画フォーラムを

開催いたしますのでお知らせします。 

 

 

記 

 

 

１．日  時  平成２９年１月２１日（土）午後１時３０分～ 

 

２．場  所  鳥栖市民文化会館小ホール 

（鳥栖市宿町 807-17 TEL：85-3645） 

 

３．講  師  田村太郎さん（ダイバーシティ研究所代表理事） 

 

４．主  催  とす男女共同参画市民実行委員会／鳥栖市 

 

５．添付書類  チラシ 

 

６．そ の 他  事前周知も併せてお願いします。 

 

 

    担当 市民協働推進課 

男女参画国際交流係 鳥飼 

                     TEL８５－３５０８ 

鳥栖市投げ込み資料 



 ３８０名（当日先着順） 

１月１３日（金）までに要申込 

（６か月以上就学前まで） 

手話通訳、要約筆記あり 

 

第１５回鳥栖市男女共同参画フォーラム 

いつ起こるか分からない災害に備えて、防災に対する日頃の備えや、性別、年齢、国

籍を問わず、みんなが安心して過ごせる避難所の運営などについて講演します。 

阪神・淡路大震災から様々な災害ボランティアに関わってこられた貴重な体験から得

たことを、この機会に聞いてみませんか？ 

平成２９年１/２１（土） 
１３：３０～（開場１３：００） 

鳥栖市民文化会館小ホール 
鳥栖市宿町 807 番地 17 ☎0942-85-3645 

主催：とす男女共同参画市民実行委員会/鳥栖市 
 

協力：国際ソロプチミスト佐賀-東部、ＪＡさが東部地区女性部、鳥栖商工会議所 
鳥栖市老人クラブ連合会、鳥栖市民生委員児童委員連絡協議会 
 

お問い合わせ・申込／鳥栖市 市民協働推進課 男女参画国際交流係 〒841-8511 鳥栖市宿町 1118 番地 

Ｔｅｌ 0942-85-3508  Fax 0942-83-3310   E ﾒｰﾙ kyoudou@city.tosu.lg.jp 

 

日 時 

会 場 

 

無 料 

兵庫県伊丹市生まれ。阪神・淡路大震災直後に外国人被

災者へ情報を提供する「外国人地震情報センター」の設

立に参加。2007年1月からダイバーシティ研究所代表。

2011年3月東日本大震災を受けて、「被災者をNPOとつ

ないで支える合同プロジェクト」、スペシャルサポート

ネット関西の発足に関わり、それぞれ代表幹事、世話人

を務める。また、内閣官房に発足した「震災ボランティ

ア連携室」で企画官に就任。被災地のニーズ把握や震災

ボランティア促進のための施策立案に携わった。2012

年2月より復興庁上席政策調査官となり、14年4月から

は復興推進参与としても東北復興に携わる。 

講 師 

田村 太郎 氏 

（ダイバーシティ研究所代表理事） 


	H28記者投げ込み⑤
	H29.1.21第15回男女共同参画フォーラムチラシ（カラー）

